
Shimizu

　 写真で振り返る １ 年

楽しみながら運動ができる ！
「チャレンジ・ザ・ゲーム」

表紙写真　清水幼稚園もちつき

みんなでつくるまち　みんなで考える「広報紙」　　　　広報しみず　　ゆう・える

1
2019

うゆ るえ

特 集



　昨年１年間の出来事を写真で振り返ります。
広報しみずに掲載しきれなかった写真も含め、
笑顔いっぱいのまちの様子をお伝えします。
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写真で振り返る １年 ～平成 30 年を振り返って～

１月　第九交響曲演奏会　復興の願いを「歓喜の歌」に乗せて

　
本
町
の
農
業
は
、
町
内
の
農
産
物
加

工
業
や
運
輸
・
機
械
工
業
、
商
業
な
ど
、

町
全
体
の
経
済
波
及
効
果
も
大
き
く
、

農
業
者
と
商
工
業
者
・
消
費
者
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
、
更
な
る
地
産
地
消

の
推
進
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
昨
年
は
新
た
な
食
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
十
勝
清
水
肉･

丼
ま
つ
り
」
を
開

催
し
、
予
想
を
超
え
た
来
場
者
で
、
本

町
の
畜
産
資
源
や
食
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
実
行
委
員

会
や
ご
来
場
者
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
本
年
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
で
開
催
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
は
、
お
よ
そ
九
千
五
百

人
と
な
り
、
人
口
減
少
対
策
や
、
少
子

化
対
策
な
ど
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
更

な
る
定
住
移
住
施
策
や
、
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
結
婚
支
援
事
業
な
ど
に
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
活
力
あ
る
清
水
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
災
害
復
興
を

進
め
、
防
災
体
制
を
築
く
と
と
も
に
、

清
水
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
や
、
清
水
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
る

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
、
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
・
福
祉

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
町
民
と
の
対
話

を
重
視
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

全
力
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

 　
清
水
町
長　
阿
部　
一
男
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新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　　
町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
町
政
に
対
す
る
絶
大
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平

成
二
十
八
年
の
台
風
災
害
復
旧
工
事
は
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
る
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
に
架

か
る
橋
梁
を
は
じ
め
、
町
道
の
一
部
な
ど

順
次
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
の
春
先
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
長
雨
や
日
照
不
足
の
影
響

で
、
て
ん
菜
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た

が
秋
ま
き
小
麦
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
は
や
や

不
良
と
な
り
、
期
待
さ
れ
た
収
量
と
な
ら

ず
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
酪
農
・
畜
産
で
は
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
る
大
規
模
停
電
の
影
響

で
生
乳
廃
棄
や
疾
病
、
長
雨
に
よ
る
粗
飼

料
不
足
な
ど
甚
大
な
影
響
が
あ
り
、
大
変

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
前
年
以
上
の

生
産
量
が
確
保
さ
れ
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
た
環
境
づ
く
り
の
必
要
性

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

特 集

９月　秋まつり

９月　初開催の肉の祭典　十勝清水肉・丼まつり　清水の食材を使った肉丼に舌鼓

【御影地区】わっしょい！わっしょい！元気な声が響き渡る　　【清水地区】威勢良く町内を練り歩く



【特集】　写真で振り返る１年 【特集】　写真で振り返る１年

１月　新年氷上まつり

２月　町民スケート大会

４月　町ホルスタインスプリングショウ

５月　クリーンデイ

１月　全十勝Ａが全国中学準Ｖ

６月　しみずグリーンフェスティバル

３月　羽帯駅さよならイベ  ント

７月　十勝清水トラックマーケットオープン

８月　北海道日本ハムファイターズ
　　　 ベースボールアカデミー

10 月　むかわ町で牛玉ステーキ丼の
　　　 炊き出し支援

12 月　清水小学校バイキング給食

11 月　清水町男子図鑑撮影開始

11 月　チアーエンジェル
　　　 バトントワラーズ発表会

７月　清流まつり

平
成
30
年
の
主
な
出
来
事

新
年
氷
上
ま
つ
り
で
初
滑
り

清
水
町
第
九
交
響
曲
演
奏
会

平
昌
五
輪
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
小

野
・
近
藤
選
手
が
出
場

牛
と
ろ
丼
が
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選

手
権
グ
ラ
ン
プ
リ
準
Ｖ

羽
帯
駅
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト

清
水
高
校
生
が
育
て
た
花
を
幼
稚
園
・

保
育
所
の
卒
園
式
・
修
了
式
に
寄
贈

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
じ
ま
る

農
村
部
と
市
街
地
を
結
ぶ
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
清
水
帯
広
間
バ
ス
が
運
行

開
始

介
護
保
険
料
を
改
定

２
年
ぶ
り
の
や
き
も
の
市
開
催

北
海
道
150
年
記
念
ほ
く
で
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
・
デ
イ
で
100
人
が
清
掃
活
動

国
道
38
号
小
林
橋
と
清
美
橋
の
復
旧
工

事
が
完
了

文
化
会
館
改
修
工
事
は
じ
ま
る

し
み
ず
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催十
勝
若
牛　
ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り
開
催

御
影
青
年
部
平
成
OB
会
が
コ
ミ
バ
ス
停

留
所
に
ベ
ン
チ
寄
贈

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン

町
内
10
団
体
と
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

ト
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン

地
域
防
災
計
画
見
直
し
で
避
難
体
制
を

強
化

マ
ミ
ー
の
ま
ん
ま
ふ
れ
あ
い
食
堂
が

オ
ー
プ
ン

清
水
高
校
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ

エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
２
０
１
８
奨
励
賞
作
品

が
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
で
商
品
化

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ア
カ
デ
ミ
ー
開
催

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

胆
振
東
部
地
震
で
大
規
模
停
電
を
経
験

初
開
催
の
十
勝
清
水
肉
・
丼
ま
つ
り

第
63
回
開
町
記
念
式
を
挙
行

新
教
育
長
に
三
澤
吏
佐
子
氏
就
任

第
一
回
防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

町
内
撮
影
の
ニ
ー
ト
・
ニ
ー
ト
・
ニ
ー

ト
が
上
映

お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
と
結
婚
支
援

連
携
協
定
を
締
結

町
内
14
か
所
で
町
民
と
町
長
の
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会

コ
イ
ノ
ヨ
カ
ン（
恋
の
予
感
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
始
動

過
去
、
現
在
か
ら
未
来
を
考
え
る
清
水

高
校
総
合
学
科
を
語
る
集
い
開
催

１
月
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月
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５月　御影公園桜まつり

®



12/17

Monthly Topics

12/4

じ
ょ
う
ほ
う

瓦
版

砂利道の整備活動を行った伊豆倉
組㈱、松谷建設㈱、西江建設㈱に
対して感謝状贈呈

12/6

　

自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
町

の
現
状
・
課
題
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
「
清
水
ミ
ラ
イ
若
者

会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
御
影
中
学
校
３
年

生
を
対
象
に
、
今
後
清
水
中
学

３
年
と
清
水
高
校
生
に
も
開
催

し
ま
す
。
正
解
の
な
い
問
い
に

も
若
者
ら
し
い
発
想
で
真
剣
に

討
論
。「
あ
な
た
は
町
長
で
す
。

町
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
何

を
実
行
し
ま
す
か
？
」
の
問
い

か
け
は
、
町
の
将
来
を
考
え
る

機
会
を
深
め
ま
す
。
３
月
に
は

中
高
校
生
合
同
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

町のミライを
若者らしく真剣に12/11

　
清
水
高
校
の
総
合
学
科
を
考

え
る
集
い
に
、
中
学
生
や
町
民

ら
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
在
校
生
に
よ
る
学
校
説
明
や

総
合
学
科
で
学
ぶ
姿
の
発
表
、

卒
業
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
地
域
と
の
関
わ

り
を
深
め
、
わ
が
町
の
こ
と
を

も
っ
と
知
る
べ
き
」「
幅
広
い
選

択
科
目
が
あ
る
か
ら
こ
そ
興
味

関
心
を
広
げ
、
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
」
と
自
ら
の
経
験

を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
清
水

高
校
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

在校生や卒業生が地域と共に考える
～清水高校の過去・現在・未来～12/8

12/19

焼き砂を提供のクリー
ン開発㈱に対して感謝
状贈呈

清和団地内道路の補修活
動を行った藤原工業㈱に
対して感謝状贈呈

12/16

清水・御影地区にて歳
末防犯運動を実施

第 52 回中学生の税の作文で清水中
学３年植松陽菜さん・中田千尋さ
ん・二階堂くるみさんが町長賞
を、松嶋栞さんが町租税教育推
進協議会会長賞を受賞

12/18

全道中学スケート・アイスホッケー
大会出場報告
ア イ ス ホ ッ ケ ー の 部　 全 十 勝 A
チーム（清水中・御影中）、スピー
ドスケートの部
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【特集】　写真で振り返る１年

清美橋

６月　十勝若牛　アスパラまつりで舌鼓®

９月　パン甲子園 2018 グランプリ初受賞

８月　第 13 回全国高校選抜アイスホッケー大会準V

７月　高齢者健康イベント「65 フェスティバル」

５月　小林橋と清美橋の復旧工事完了で１年９か月ぶりに国道 38 号が通常通行可能に

　
こ
こ
で
振
り
返
っ
た
出
来
事
の
ほ

か
に
も
、
２
０
１
８
年
は
た
く
さ
ん

の
元
気
な
笑
顔
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
清
水
町
は
未
来
へ
の

可
能
性
を
求
め
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

へ
の
参
加
が
「
協
働
」
の
第
一
歩
。

　
輝
か
し
い
２
０
１
９
年
も
清
水
ら

し
さ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
町
民
み
ん

な
で
、
笑
顔
と
対
話
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

笑
顔
と
対
話
が

　
　
　
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
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小林橋



平成 31 年４月からどう変わる？

【最前線からの報告１】　御影保育所が認定こども園に変わります【最前線からの報告１】　御影保育所が認定こども園に変わります

『御影保育所』が
　『保育所型認定こども園」に

種　類 特　　徴
幼保連携型 幼稚園と保育所が連携し両方の機能を併せ持つ
幼稚園型 幼稚園施設が保育時間を確保して保育所機能を併せ持つ

保育所型 保育所施設が保育を必要としない３歳以上の子どもを受け入れ、就労して
いない保護者でも利用できる幼稚園機能を併せ持つ

地方裁量型 認可外保育施設

認定区分 年齢 対象者
１号認定子ども ３歳～５歳 幼児期の教育を希望する保護者の子ども
２号認定子ども ３歳～５歳 共働き世帯等で家庭で保育できない保護者の

子ども３号認定子ども ０歳～２歳

認定こども園は４種類

※３歳以上は全ての子どもが利用できるようになります！

一日の活動の流れを標準的なケースで比較

7:30  8:30    9:30                13:30            16:00      18:30

登園 　朝の会　保育　　給食　　帰りの会　　　時間外保育時間外
保　育

１号
認定

時間外
保　育

２号
認定 登園　　　　 朝の会　保育　　給食    　  午睡　     　  帰りの会　　　自由　　 　　

　

町
内
の
保
育
所
で
は
、「
丈
夫
な
体
げ

ん
き
な
子
、
明
る
く
や
さ
し
い
子
、
豊
か

な
心
が
ん
ば
る
子
」
を
保
育
目
標
に
掲
げ
、

集
団
保
育
と
幼
児
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
入
所
に
は
両
親
の
就
労
等
の

条
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
こ
ど
も
園
に
な
る
こ
と
で
、

３
歳
以
上
の
幼
児
教
育
を
望
む
子
は
誰
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
幼
児
期
の
学
び
は
、「
教
わ
る
」
ば
か
り

で
は
な
く
、
実
体
験
を
通
し
て
「
自
ら
学

び
、考
え
、取
り
組
む
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

身
近
な
自
然
や
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
御

影
な
ら
で
は
の
環
境
を
活
か
し
て
、
幼
児

期
に
し
か
で
き
な
い
経
験
・
必
要
な
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課
児
童
保
育
係

　

☎
０
１
５
６-

69-

２
２
２
６

　
御
影
保
育
所

　

☎
０
１
５
６-

63-

２
０
２
６

　御影保育所は現在、道の認可を受けた御影地区で唯一の児童保育施設です。
　保育所は保護者が共働き等の理由で家庭で保育できない子どもを預かる施設のため、家庭
で保育できる子どもが集団保育・教育を受けるには、清水幼稚園や町外の幼稚園に通わなけ
ればなりません。
　４月から御影保育所は、保育所型認定こども園（御影こども園）となり、３歳以上のお子
さんであれば、保護者の就労の有無に関わらず集団保育・教育サービスの提供を受けられる
ようになります。

現
行
の
保
育
所
が
認
定
こ
ど

も
園
に
な
る
と
何
が
変
わ
る

の
か
？
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子どもの認定は３区分

　
保
育
所
は
入
所
し
て
い
て
も
保

護
者
の
就
労
等
の
状
況
に
よ
り
、

退
所
や
幼
稚
園
等
へ
入
り
直
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
ど
も
園
の
場
合
は
、

退
園
し
な
く
て
も
子
ど
も
の
認
定

変
更
で
、
引
き
続
き
同
じ
施
設
を

利
用
で
き
ま
す
。

◆
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関
わ

　
ら
ず
３
歳
以
上
の
子
ど
も
が
利

　
用
で
き
る

◆
保
育
時
間
、
保
育
料
が
新
し
く

　
設
定
さ
れ
る

　
１
号
認
定
子
ど
も
に
区
分
さ
れ

る
幼
児
教
育
を
希
望
し
て
入
園
し

た
お
子
さ
ん
の
保
育
時
間
は
、
幼

稚
園
と
同
様
に
１
日
５
時
間
程
度
、

年
間
200
日
間
程
度
で
設
定
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
保
育
料
は
給
食
費
を
含

め
て
所
得
に
応
じ
た
料
金
と
な
り

ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て

も
こ
こ
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
２
号
及
び
３
号
認
定
子
ど
も
と

呼
ば
れ
る
、
施
設
で
の
保
育
が
必

要
な
お
子
さ
ん
の
保
育
時
間
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
認
定
状
況

等
に
応
じ
て
１
日
８
時
間
、
11
時

間
程
度
、
年
間
290
日
程
度
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
料
も
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
所
得
に
応
じ
た
料
金
と

な
り
ま
す
。

◆
保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
は

　
今
ま
で
ど
お
り

　
保
育
時
間
（
５
時
間
、
８
時
間
、

11
時
間
）
を
超
え
て
こ
ど
も
園
を

利
用
す
る
場
合
は
、
時
間
外
保
育

(

旧:

延
長
保
育)

を
30
分
150
円

で
利
用
で
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
な
い

子
ど
も
で
一
時
的
な
保
育
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
一
時
保
育
を

１
時
間
300
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
時
間
外
保
育
、
一
時
保
育
も

　
今
ま
で
ど
お
り

　
こ
ど
も
園
に
入
園
し
た
３
歳
以

上
の
子
ど
も
は
、
認
定
区
分
に
関

わ
ら
ず
同
じ
ク
ラ
ス
で
活
動
し
ま

す
。
子
ど
も
の
指
導
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
、
幼
児
教
育
を
行
う
施

設
が
共
有
す
る
目
標
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
で
は
、子
ど
も
に
よ
っ

て
保
育
時
間
や
保
育
期
間
に
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
年
間
の
活
動
や

行
事
な
ど
の
体
験
活
動
は
、
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
同
士
で
の
違
い
が
少

な
く
な
る
よ
う
計
画
し
ま
す
。

◆
教
育
・
保
育
の
目
的
も

　
今
ま
で
ど
お
り

利用日で
比較

認定区分 利用日 休日
１号
認定

月曜～
　金曜

土、日、祝日、年末年始、
春・夏・冬休み

２･ ３号
認定

月曜～
　土曜 日、祝日、年末年始

御影保育所
萩生田　彩 保育士

御影保育所
福原 千里 保育士

御影保育所
田村 暁子 保育士専門員

今
し
か
で
き
な
い

た
く
さ
ん
の
経
験
や
体
験
を

御
影
保
育
所

田
中 

昌
樹 

所
長
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平成 31 年４月１日（来年度）から

【最前線からの報告２】　中継方式の処理手数料が変わります【最前線からの報告２】　中継方式の処理手数料が変わります

「事業系ごみ」を清掃センターへ持ち込む

「中継方式」の処理手数料 が変わります

事業系ごみの料金（10㎏あたり）
可 燃
不 燃
大型ごみ

現在

120 円

４月から

290円

170 円増！

円の内訳290 円　＝　170円 /10㎏　＋  120円 /10㎏
くりりんセンター
処理手数料分 中継方式の積み替え経費分 中継方式とは？

広域化に伴う中小
事業者への負担軽
減として、一部の
事業系ごみを清掃
センターで受入れ、
町がくりりんセン
ターまで運搬する
こと。

中継方式にかかる年間経費を算定
・十勝圏複合事務組合への加入負担金
・積み替え施設改修、積み替え車両購入、運搬業務委託 870万円

中継方式によるごみの搬入予想量 168㌧（H28 年度
の搬入実績 481㌧の 35％）で年間算定経費を割る 510円 /10㎏

現行のごみ処理にかかる経費の受益者負担割合は１/４
その割合で算出　【510 円 /10㎏ × 1/4】 120円 /10㎏

120 円の算出

ポイント１

中継方式を利用できるのは、清掃センターへの搬入実績（H29 年度）が
10㌧以下の事業者です。食品残渣やオムツ、医療系廃棄物は持ち込めません！

ポイント２

事業系の資源ごみは、中継方式利用が「可」「不可」に関わらず、清掃センターで無
料で受入れます。資源化できるよう「汚れていない」「分別されている」のが条件です！

加入時負担金

9,900万円
再計算

１ 万円

十勝圏複合事務組合加入の必要経費

年間分担金

億2,200

1,900万円 万円2,900

負担金算定の変化
　
広
報
し
み
ず
平
成
30
年
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
「
広

域
処
理
で
変
わ
る
経
費
の
比

較
」
の
中
の
数
値
に
見
直
し
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
３
月
に
お
知
ら
せ
し
た
新
た

な
負
担
金
の
数
値
は
、
十
勝
圏

複
合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
平

成
24
年
度
時
点
の
推
計
値
を
用

い
て
試
算
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
改
め
て
直
近
の
平
成
29
年

度
の
実
績
値
を
基
に
再
度
計
算

さ
れ
た
結
果
、
上
記
の
と
お
り

金
額
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
推
計
値
に
示
す
将
来
予
測
値

の
ご
み
の
量
に
比
べ
、
平
成
29

年
度
実
績
値
が
予
測
ど
お
り
に

減
量
化
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

が
増
額
の
大
き
な
要
因
で
す
。

こ
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し

考
慮
す
べ
き
で
し
た
。
皆
様
へ

誤
っ
た
情
報
を
お
伝
え
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
年
間
分
担
金
は
く
り

り
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬

入
量
に
よ
っ
て
増
減
し
ま
す
の

で
、
減
量
化
へ
の
一
層
の
取
り

組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

資源ごみの出し方

今月は資源ごみのお話です。
資源ごみは４月以降も町で処理します。
引き続き正しい分別へのご協力をお願いします。

こんな間違いが

多いんですよー

清水町清掃センター所長
町民生活課
大尾　智　課長補佐

容器包装

プ　ラ

ナイロンやポリエチレン製など ･･･

　資源ごみではありません！（例：クリーニングに包ん
である袋、スーパーの袋詰め台にある袋、ラップなど）
資源回収の対象となる「容器包装プラ」には、必ず　　
マークが付いています。

ペットボトル
ペットボトルに見えるもの ･･･

　よく見ると「プラマーク」が付いている容器包装プラのことも。資源回収
の対象となる「ペットボトル」には、必ず　　マークが付いています。

買い物のレシート ･･･

　熱で印字するためにカーボンが含まれる紙は、紙資源にはなりません。そ
の他にも、写真や油紙などの紙資源にならないものは「燃えるごみ」で出し
てください。「紙資源」には、必ず　　マークが付いています。

紙資源

　

可
燃
ご
み
の
約
20
％
は
「
生
ご
み
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
可
燃
ご
み
を
減

ら
す
た
め
、
各
家
庭
で
「
食
べ
残
し
や

調
理
く
ず
」
を
減
ら
す
よ
う
献
立
を
工

夫
を
し
た
り
、
生
ご
み
の
80
％
を
占
め

る
水
分
を
十
分
に
切
る
な
ど
、
量
を
減

ら
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
何
気
な
く
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
ご

み
の
中
に 　
・　

 

の
付
い
て
い
る
も

の
は
な
い
で
す
か
？

分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

分
別
が
面
倒･･･

。
汚
れ
て
い
る
か

ら
い
い
や･･･

。
な
ど
と
資
源
と
し
て

分
別
さ
れ
ず
に
「
可
燃
ご
み
」
や
「
不

燃
ご
み
」
と
し
て
出
さ
れ
る
ご
み
を
減

ら
し
、
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
へ
持
込

む
量
を
減
ら
す
こ
と
が
、
負
担
金
の

減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　
汚
れ
た
プ
ラ
容
器
の
お
弁
当
容
器
な

ど
の
資
源
は
、
溜
め
ず
に
そ
の
都
度
洗

う
な
ど
、
少
し
の
手
間
を
か
け
て
い
た

だ
く
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

可
燃
・
不
燃
ご
み
を

　
　
　

減
ら
し
ま
し
ょ
う

そ
の
ご
み

「
資
源
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
資
源
ご
み
」
を

　
　

増
や
し
ま
し
ょ
う
！
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■問い合わせ先 :町民生活課生活環境係☎ 0156-62-1151

290

ごみ袋や大型ごみ  家庭ごみ料金は変わりません！

の
の
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馬 

瀬 

戸　

栞　

保
健
師

受
け
て
い
ま
す
か
？
乳
が
ん
検
診

健 康

最
前
線

「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、６か月
から２歳くらいの赤ちゃんを掲載し
ています。希望される方は広報広聴
係までお気軽にどうぞ。
写真はメールでも受け付けています！
mail:koho1@town.shimizu.hokkaido.jp

きらり ★ 介護の仕事人

介護士　岩瀬　望 さん (31)　　　
「子育ての “気づき ”を生かす」

介護老人保健施設みかげ

　
清
水
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
清
水
高
校

で
は
、
農
業
や
食
品
加
工
等
を
勉
強
し
、

卒
業
後
は
事
務
職
と
し
て
働
き
ま
し

た
。
結
婚
と
出
産
を
機
に
仕
事
か
ら
遠

ざ
か
り
ま
し
た
が
、
子
育
て
が
落
ち
着

い
た
こ
ろ
、
知
人
の
紹
介
で
、
介
護
士

の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
仕
事
で
覚
え
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
で
し
た
が
、
困
っ
た
時
に
同
僚

が
す
ぐ
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
、
明
る

い
雰
囲
気
で
仕
事
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
　

　
仕
事
で
は
、
子
育
て
で
学
ん
だ
「
気

づ
き
」
を
生
か
し
、
介
護
を
受
け
る
側

の
気
持
ち
を
考
え
、
支
援
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
支
援
の
専
門

性
を
高
め
る
た
め
の

介
護
福
祉
士
の
資
格

取
得
で
す
。
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
目

指
し
頑
張
り
ま
す
！

～
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
に
は
～

　
福
祉
系
高
校
・
介
護
福
祉
士
養
成
施

設
（
短
大
・
専
門
学
校
等
）
の
卒
業
や
、

介
護
実
務
３
年
と
実
務
者
研
修
修
了
に

よ
り
受
験
資
格
を
取
得
し
、
国
家
試
験

に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福祉のひろば 　
ま
た
、
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
40
代

の
働
き
盛
り
の
年
代
だ
け
で
な
く
、
若
い

人
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
も
、

若
い
芸
能
界
の
方
が
乳
が
ん
に
よ
っ
て
命

を
落
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
学
の
進
歩

と
と
も
に
乳
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
す
れ
ば
治
癒
す
る
可
能
性
が
高
い
が

ん
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
と
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

乳がん死亡数の推移
昭和 55 年 (1980) 4,141 人
平成 ２ 年 (1990) 5,848 人
平成 12 年 (2000) 9,171 人
平成 22 年 (2010) 12,455 人
平成 28 年 (2016) 14,015 人
平成 29 年 (2017) 14,285 人

※国民衛生の動向 2018/2019 より

日
頃
か
ら
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が

ポ
イ
ン
ト

　

普
段
自
分
の
身
体
を
み
て
い
ま
す

か
？
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
大
切
で
す
が
、
日
頃
か
ら
自
分
で
乳

房
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
お
風
呂
に
入
る
時
な
ど
、鏡
を
使
っ

て
乳
房
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
み
な
さ
ん
は
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

本
町
で
は
、
毎
年
乳
が
ん
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
３
月
７
日

～
９
日
で
行
い
ま
す
。
土
曜
日
に
も
行

い
ま
す
の
で
、
普
段
お
仕
事
さ
れ
て
い

る
人
も
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
ご
自
身

の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
町
の
検

診
の
日
程
と
合
わ
な
い
場
合
は
、
病
院

で
の
個
別
検
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

検
診
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
１
５
６-

67-

７
３
２
０

増
え
て
い
ま
す
！
乳
が
ん

　
近
年
、
乳
が
ん
は
女
性
が
亡
く
な
る
が

ん
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
乳
が

ん
の
死
亡
数
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
12

年
と
比
べ
て
約
1.6
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ

　
　

 

は
じ
め
ま
し
た

便
利
な
機
能

・
家
族
共
有
機
能
で
パ
パ
も
う

　
れ
し
い
。

・
医
師
監
修
で
安
心
の
お
役
立

　
ち
情
報
や
お
す
す
め
レ
シ
ピ

　
が
満
載
。

・
成
長
日
記
を
つ
け
て
子
ど
も

　
の
成
長
が
分
か
る
。

　

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
又
は
「
母
子
健
康

手
帳
」
で
検
索
！

　
妊
娠
中
の
人
や
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん･

お
父
さ
ん
に
向
け
て
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
情

報
を
ア
プ
リ
（
無
料
）
で
配
信
し

ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
と
、
本
町

の
マ
マ
パ
パ
学
級
や
乳
幼
児
健

診
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（
げ
ん
き
ひ
ろ
ば
等
）、
各
種
手
続

き
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
い
ち
早
く
届
き
ま
す
。

本
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取

る
に
は
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
後
に
「
自
治
体
登
録
」
が
必
要

で
す
。

　
健
診
の
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
・

グ
ラ
フ
化
で
き
、
成
長
の
記
録
を

家
族
と
共
有
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
１
５
６-

67-

７
３
２
０すくすく育ってね！

ち
ゃ
ん

佐
々
木　
　
琥こ
じ
ろ
う

士
朗

▼
自
治
体
登
録

①「
コ
ラ
ム・設
定
」画
面
か
ら「
自   

　
治
体
設
定
」
を
選
択

②
「
北
海
道
」
→
「
清
水
町
」
を

　
選
択
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15 14学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える●「ゆう・える」とは
「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・　 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習）　  のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。

学 習 情 報

ゆ う

え る

冬～厳しさに生きる人の中で　きたえ磨く

地域一丸となった取組へ
　“ しみず「教育の四季」子どもフォーラム ”
は、今年度で 12 回を迎えました。小・中・
高の児童会・生徒会の代表が一堂に会し、町
民も含め、意見交流する取組は本町ならでは
のものです。町内の各学校の児童会・生徒会
の「教育の四季」の取組についての発表のあ
と、司会進行を清水高校生が行う中で、いじ
めやスマホ等のテーマに沿って、参加者全員
で交流を行っています。その他にも幼保・小
連携、幼児期からの英語活動等、様々な特色
ある活動を推進しています。地域総がかりで
子どもたちを育む「地域とともにある学校づ
くり」に向け、是非と
も町民の皆様方には
一度学校におもむき、
清水の子どもたちの
学びの姿をご覧いた
だければ幸いです。

図書館だより

文化団体・活動紹介
●　杜　●

毎月 19 日は読
ど く

(19) 書
し ょ

の日

　「国の内外、天地とも平和が達成される」
（『史記』五帝本紀の「内平外成（内平かに外
成る）」、『書経』大

だ い う ぼ

禹謨の「地平天成（地平
かに天成る）」から）願い制定された「平成」
もまもなく終わりを迎えます。しかし時代感
覚としては「平成」であったとは思えないほ
ど激動の 30 年だったようにも思います。
　さて、そんな短くも激しく過ぎていった平
成にも、時代を映すベストセラーは生まれま
した。そこで図書館では平成のベストセラー
プレイバックと題して、これから数回にわけ
図書を展示・貸し出ししてい
きます。その時の記憶が呼び
起こされるベストセラーで過
ぎていく平成に別れを告げて、
新しい未来に思いを馳せてみ
てはどうでしょうか。

新着図書からピックアップ

　短歌サークル「杜」は平成 27 年度の町の公
民館講座を機会として 28 年に発足し３年目に
なります。講師の三澤吏佐子氏による指導の下、
半分以上は短歌の初心者でしたが、様々な大会
にチャレンジし入賞をする会員が出るほどにな
りました。日本語の助詞の使い方、音を表すオ
ノマトペなど多くを学びながら和気あいあいと
月に一度の例会を愉しんでいます。興味のある
方は一度参加してみてください。
●活動日・場所
活動日時　月１回　日曜日　10 時～ 12 時
活動場所　文化センター
※連絡先は
　教育委員会社会教育課（☎ 0156-62-5115）

平成を振り返るこの１冊

『ラストラン』　　　  あさのあつこ著／幻冬舎
『Ｍａｔｔ(マット)』　　　　岩城けい著／集英社
『銀河食堂の夜』　　　　さだまさし著／幻冬舎
『どんまい』　　　　　　　　重松清著／講談社
『白いジオラマ』　　堂場瞬一著／中央公論新社
『沈黙のパレード』　　　東野圭吾著／文藝春秋
『好日日記 季節のように生きる』

森下典子著／ＰＡＲＣＯ出版
『シスターヒロ子の看取りのレッスン』

小出美樹著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
『医師に「運動しなさい」と言われたら

　　　　最初に読む本』／日経ＢＰ社

『世界に一軒だけのパン屋』
野地秩嘉著／小学館

　十勝の有名なパン屋さんは？
と聞かれて名前を思い浮かば
ないという人はいないくらい十
勝っ子に愛されている「満寿
屋」。地産地消に心血をそそぎ
国産小麦１００％を誇るパン屋

の軌跡が１冊の本になりました。パンの製造
に欠かせない牛乳は清水町産とのこと。農業
王国十勝の名に恥じない企業の頑張りは消
費者である私達にも元気を与えてくれます。

　
毎
週
火
・
水
の
19
時
か
ら
町
体
育
館

で
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ

す
ぽ
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
」
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
デ
ィ
ス
コ
ン
は
水
曜
日
の
19
時
30

分
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
体
験
は
無
料
で
す
が
、
参
加
さ
れ
る

都
度
、
参
加
料
100
円
が
か
か
り
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
を
体
験

を
し
て
み
た
い
グ
ル
ー
プ
等
に
は
、
道

具
の
貸
し
出
し
も
行
って
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　
☎
０
１
５
６
（
62
）
５
１
１
５

デ
ィ
ス
コ
ン
で

　
　
　

盛
り
上
が
る
!!

楽
し
み
な
が
ら
運
動
が
で
き
る
！

チ
ャ
レ
ン
ジ･

ザ･

ゲ
ー
ム

　
チ
ャ
レ
ン
ジ・ザ・ゲ
ー
ム
は
、グ
ル
ー

プ
で
交
流
し
な
が
ら
記
録
に
挑
戦
し
ま

す
。
遊
び
感
覚
で
身
体
を
動
か
し
楽
し

さ
を
味
わ
え
る
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
が
推
進
す
る
『
新
感
覚
』
の
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
ボ
ー
ル
や
な
わ
な
ど
の
道
具
を
使
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
ー
ム
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
12
月
15
日

（土）
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ザ
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー

ム
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
27

人
が
集
ま
り
、
初
め
て
の
参
加
者

で
も
楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が「
楽
し
い
！
」、

「
ま
た
や
り
た
い
!!
」
と
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

・
ザ
・
ゲ
ー
ム
と
は
？

『キャッチング・ザ・スティック』
スティックを倒さないように移動！

『スピード・ラダー・ゲッター』
ラダー（はしご）に向けてひも付きの
ボールを投げて、全てのラダー（はし
ご）にボールをかけてタイムを競う

　
教
育
委
員
会
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
中

心
に
、
第
８
次
清
水
町
社

会
教
育
計
画
に
基
づ
き
、

「
町
民
ひ
と
り
１
ス
ポ
ー

ツ
を
す
す
め
る
」
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の

方
々
ま
で
、
み
ん
な
で
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
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町
道
民
税
の
課
税
は
、
１
月
１
日

に
本
町
に
住
ん
で
い
た
か
否
か
で
決

ま
り
ま
す
。
そ
の
後
に
移
動
が
あ
っ

て
も
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
年
の
途
中
で
町
外
に
転
出
し
た

場
合
で
も
、
本
町
か
ら
納
税
通
知
書

が
送
ら
れ
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

亡
く
な
っ
た
場
合
も
同
様
で
す
。

１
月
１
日
に
生
存
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
年
度
分
の
町
道
民
税
の
支
払
を
引

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在

の
土
地
建
物
の
所
有
者
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。
年
の
途
中
で
売
却
し

た
場
合
で
も
、
１
月
１
日
の
所
有
者

が
１
年
分
の
固
定
資
産
税
を
支
払
い

ま
す
。
た
と
え
建
物
を
取
り
壊
し
た

と
し
て
も
、
固
定
資
産
税
が
月
割
り

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
町
税
は
あ
る
一
定

の
日
の
現
況
で
納
税
義
務
を
確
定
さ

せ
ま
す
。
そ
の
日
を
「
賦
課
期
日
」

と
い
い
ま
す
。
賦
課
期
日
を
定
め
る

理
由
は
、
課
税
期
間
の
途
中
で
所
有

者
や
課
税
客
体
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
、
そ
の
都
度
納
税
義
務
者
や
課

税
標
準
な
ど
を
変
更
す
る
と
課
税
事

務
が
煩
雑
に
な
り
、
徴
税
コ
ス
ト
が

増
加
す
る
た
め
で
す
。

ぜ
い
き
ん

の
お　

話

短 

歌

遅
番
を
終
へ
て
い
づ
れ
ば
ホ
ク
レ
ン
の

　
ビ
ー
ト
の
香
り
ほ
の
か
に
匂
う 

　        

坂
下
洋
子

座
椅
子
を
ば
わ
が
物
顔
で
決
め
て
ね
る
　

　
猫
に
愚
痴
れ
ど
欠
伸
す
る
の
み    

　 

森
山
ヤ
ヨ
イ

赤
々
と
や
が
て
散
り
ゆ
く
身
を
粧
い

　
日
髙
の
嶺
は
髙
く
連
ら
な
る
　     

　   

村
谷
三
恵

あ
お
空
に
涅
色
映
え
し
吾
亦
紅
を

　
ゆ
ら
し
て
風
は
肌
身
を
透
す
　
　   

橋
本
佳
代
子 

霜
月
に
も
み
じ
鮮
や
か
絵
の
ご
と
し

　
朝
あ
し
たま
た
た
く
間
に
雪
化
粧
な
り
　      

藤
原
静
子

青
空
に
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
立
ち
す
く
み
　

　
春
陽
め
ざ
し
て
飛
ん
で
お
く
れ
よ   

　
宇
野
映
子

痛
む
腕
労
り
な
が
ら
落
葉
は
き

　
残
り
し
草
花
さ
む
ざ
む
と
立
つ
　  

　 

田
村
徳
子

清
水
町
独
身
男
性
多
い
と
う

　
賑
わ
い
求
め
女
性
は
都ま

ち会
へ
と
　   

　 

宗
像
三
郎

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

　
短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

　 

哀 

悼

滝 

本　
ト
シ
コ 

さ
ん　　
郷
愛

土 

橋　

  　

  

さ
ん　　
西
松
沢

諫 

山　
エ
ミ
子 

さ
ん　　
日
の
出
２

三 

谷　
チ
エ
子 

さ
ん　　
御
影
中
央

佐
々
木　
清 

登 

さ
ん　　
日
の
出
３

櫻 

井　
悦 

子 

さ
ん　　
興
亜

　 

誕 

生

山
本　
大た

い
せ
い成 

ち
や
ん
（
富
久 

／ 

悦
子
）

大
谷　

 

祈い
の
り   

ち
や
ん
（
純
平 

／ 

侑
子
）

髙
橋　
快は

や
た多 

ち
や
ん
（
勇
生 

／ 

友
希
）

玉
井　
鉄て

っ
し
ょ
う生 

ち
や
ん
（
竜
也 

／ 

里
菜
）

　 

結 

婚

八 

木  

和 

博 

さ
ん
♡
櫻 

井 

裕 

美 

さ
ん

石 

田  

航 

大 

さ
ん
♡
鈴 

木 

実 

菜 

さ
ん

友 

田  

慎 

一 

さ
ん
♡
山 

中 

奈 

桜 

さ
ん

★
コ
イ
ノ
ヨ
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

男
子
図
鑑
と
も
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

い
い
な
と
思
っ
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
、
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
お

広
報
モ
ニ
タ
ー

SHIMIZU　ZIN    # 00007

　　  し　　    み ず　     じ ん
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今
か
ら
遡
る
こ
と
39
年
。
当

時
の
御
影
消
防
団
長
か
ら
「
消

防
団
に
入
っ
て
一
緒
に
活
動
し

な
い
か
？
」
と
の
ひ
と
こ
と
。

熱
い
誘
い
を
受
け
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
消
防
団
活
動
を
始
め

た
赤
堀
さ
ん
。

　
消
防
団
の

活
動
は
、
主

に
火
災
現
場

で
の
消
火
活

動
。
消
防
団

員
は
、
消
防

署
員
と
は
違

い
、
他
に
職

業
を
も
つ
傍

ら
、
召
集
の

サ
イ
レ
ン
を

合
図
に
火
災

現
場
へ
急
行

し
ま
す
。

　
今
ま
で
向
か
っ
た
消
火
活
動

で
過
酷
だ
っ
た
の
は
真
冬
と

夜
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
も
消

火
活
動
は
続
く
た
め
、
心
が
折

れ
そ
う
に
な
る
日
も
。
牧
草

ロ
ー
ル
の
自
然
発
火
の
際
も
、

水
が
中
に
浸
透
し
に
く
い
た
め

消
火
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
消
防
団
の

活
動
を
続
け
て
き
た
の
は
、
町

を
守
る
た
め
。

　
「
万
が
一
、火
が
出
て
し
ま
っ

た
と
き
に
現
場
で
動
け
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
普
段
の

訓
練
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。」　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
地
域
や
町

民
を
守
る
た
め
に
、
消
防
団
は

月
２
回
通
常
の
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
、

よ
り
一
層
火
を
使
う
際
に
注
意

す
る
よ
う
に
な
っ
た
赤
堀
さ

ん
。
火
災
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
語
気

を
強
め
ま
す
。

　
普
段
、
消
防
団
の
活
動
を
し

な
が
ら
理
容
室
の
仕
事
に
も
精

を
出
し
て
い
ま
す
。「
45
年
く

ら
い
理
容
師
の
仕
事
を
し
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
こ

れ
か
ら
も
現
役
で

頑
張
る
よ
。」
と
、

や
わ
ら
か
い
微
笑

み
に
あ
た
た
か
い

人
柄
を
感
じ
ま

す
。

今
年
の
７
月
に
江

別
市
で
行
わ
れ
る

北
海
道
消
防
操
法

訓
練
大
会
で
は
、

総
括
責
任
者
と
し

て
チ
ー
ム
を
ま
と

め
る
役
割
を
担
う
予
定
で
す
。

「
厳
し
い
訓
練
に
な
る
と
は
思

う
が
、
け
が
な
く
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。」
と
大
会
に
出
場
す
る

団
員
へ
激
励
の
言
葉
も
。
職
場

の
理
解
・
配
慮
が
あ
っ
て
こ
そ

消
防
団
の
活
動
が
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

いくつになっても現役宣言！
   今だからできる郷土愛のかたち
～　全ては主人公 9,494 人のために　～

「清水人」を募集します。
　働き盛りと呼ばれる世代を超えて
もなお現役で、地域のため、健康の
ため、若者の育成のためなど、この
町で活動をしている方を募集してい
ます。本町在住であれば自薦・他薦
は問いません。企画課広報広聴係（☎
0156-62-2114）までご連絡ください。

団
員
、
そ
し
て
活
動
に
快
く
送

り
出
す
側
の
相
互
の
理
解
が
、

町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
基
盤

に
な
る
で
し
ょ
う
。

一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
進
を
披
露

人から繋がる
ひとつひとつの縁を大切に

赤堀 浩
こ う じ

二 さん（64 歳）

町
道
民
税
と
固
定
資
産
税
は

１
月
１
日
で
決
ま
り
ま
す
。

び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
な
ど

多
方
面
か
ら
の
支
援
が
あ
り

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

★
今
後
も
結
婚
支
援
活
動
の

内
容
や
進
捗
状
況
を
広
報
を

通
じ
て
町
民
に
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。

★
結
婚
の
問
題
と
農
村
に
重

き
を
置
い
た
問
題
か
ら
よ
り

広
く
拡
げ
た
捉
え
方
に
し

た
の
は
大
き
な
発
展
と
い
え

る
。
な
ら
ば
な
ぜ
結
婚
し
な

い
、
し
た
が
ら
な
い
、
で
き

な
い
人
が
多
い
か
の
捉
え
方

も
必
要
だ
と
思
う
。

★
特
集
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
矢

印
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、

若
干
見
づ
ら
か
っ
た
。

★
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
は
外
部
か
ら
の
新
し

い
視
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
楽

し
い
も
の
で
し
た
。
た
く
さ

ん
の
人
の
登
場
を
期
待
し
て

い
る
。

★
年
度
決
算
も
１
ペ
ー
ジ
く

ら
い
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

★
フ
ォ
ー
カ
ス
が
物
足
り
な

か
っ
た
。
も
っ
と
掘
り
下
げ

て
書
け
た
の
で
は
と
思
う
。

★
ゴ
ミ
の
出
し
方
が
変
わ
る

記
事
は
良
い
。
ゴ
ミ
と
し
て

出
す
頻
度
の
高
い
も
の
を
具

体
的
に
提
示
し
て
ほ
し
い
。
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人口  9,494 人（-9）
男  4,651 人（-1）　 女 4,843 人（-8）
世帯数  4,724（-4）
平成 30 年 12 月末現在 （　）は前月比

■
初
め
て
清
水
町
の
学
校

給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
ど

れ
も
美
味
し
い
！
調
理
員

さ
ん
の
愛
情
こ
も
っ
た
給

食
で
子
ど
も
た
ち
は
す
く

す
く
育
っ
て
い
る
の
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

■
２
０
１
８
年
、
と
っ
て

も
濃
～
い
一
年
で
し
た
。

取
材
に
伺
っ
た
場
所
が
多

す
ぎ
て
、
振
り
返
り
き
れ

ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
と
ご
縁
に
感
謝
し

て
、
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ

い
笑
顔
で
町
内
を
駆
け
め

ぐ
り
ま
す
！　
（
長
谷
川
）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
月
４
日
、
清
水
町
新
年

交
礼
会
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
多
い
130

人
が
参
加
し
、
に
ぎ
や
か
に

新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

町
内
景
気
の
回
復
も
あ

り
、
皆
さ
ん
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

　
私
も
こ
の
２
月
28
日
で
４

年
任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え

ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

町
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

（
１
月
４
日
の
日
記
よ
り
）

町  

長  

の  

日  

記

町
長
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
阿
部
一
男
」
で
検
索
！

1/16 水

17 木
■運転免許更新時講習
　（文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、　
　　違反 16 時）

18 金

19 土

20 日 ■町議会議員選挙
　　投票７時～、開票 21 時～

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土 ■お話し会（図書 10 時 30 分）

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

2/1 金 ■エントランスホール展「村上俊彦油彩画展
　　向日葵」（～ 27 日）（図書 10 時）

2 土 ■町民スケート大会（御影スケートリンク
　9 時 30 分）

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金 ■町民と町長のふれあいトーク（役場 9 時）
■平成 30 年度敬老会（文化センター）

9 土 ■お話し会（図書 10 時 30 分）

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
と
も

に
、
町
づ
く
り
の
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
な
清
水
ら

し
さ
を
表
現
で
き
る
「
広

報
し
み
ず
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！
■
２
㌻
の
タ
イ

ト
ル
「
清
春-

し
み
ず
に

青
春
の
ヒ
カ
リ-

」
は
、

学
校
教
育
課
の
大
内
田
菜

摘
さ
ん
か
ら
揮
毫
（
き
ご

う
）
い
た
だ
き
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
青
春
真
っ
只

中
の
若
者
と
町
の
未
来
を

一
緒
に
創
り
た
い
！
見
る

人
に
楽
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
！
等

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
春
に
相
応
し
い

清
水
ら
し
さ
が
表
現
さ
れ

た
作
品
で
す
。（
田　
村
）


